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１．はじめに 

 土木建設プロジェクト全体の合理化を図る目的で，国土交通省より

が提唱され，現在，建設現場における

くは陸上工事の事例であり，港湾構造物に

 一方で，海上工事に 3Dを活用した事例としては

Modeling Language）を施工展開シミュレーションシステム

港湾工事においては，従来よりナローマルチビームソナー

いる事例は多く，CIMを活用すること

 本稿では，陸上工事で用いられている一般的な

ける CIMの適用性を考察した． 

 

２．工事概要 

 本工事は，相馬港において相馬 LNG

工事として，外航船および内航船の係留設備を施工

は，ワーキングプラットフォーム 1基，接岸ドルフィン

ワーキングプラットフォーム 1基，綱取ドルフィン

橋も含めて構築する． 

 本工事では，鋼管杭の打設を進めながら，ジャケット据付

丁場を作業船が入れ替わりながら施工が進行する

特にワーキングプラットフォームの施工時

船を使用するため，作業の輻輳が懸念される．また，支持層の泥岩層は，事前のボーリング調査に

が急な部分があることが分かっており，

 

３．CIMを対象とした範囲 

 本工事における，3Dモデルの対象は

管杭・支保工・ジャケット)，構造物付近の

周辺の海底地形である．施工検討の段階で

モデルを用い，以下の検討を行った．

1) 施工展開検討（図-1参照) 

 Autodesk NavisWorksを用い，4Dシミュレーション

を実施した．この際，構造物だけでなく，船舶配置，

アンカーの展開状況も含めて 3Dモデル化

より，施工展開シミュレーションとして活用した．
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2) 鋼管杭の支持層の事前確認 

 設計上重要である N値の高い土層（細砂層

岩層）を対象に，Autodesk Civil3Dを用い

サーフェスモデルを作成（図-2参照）した

では土層ごとに色の違うサーフェスモデルを作成

しているが，サーフェスモデルだけ

伏は読み取りにくい．このため，支持層の確認に

際しては，サーフェスモデルにコンター図（

参照）を表示し，これを鋼管杭打設の施工検討に

使用した． 

3) 仮設支保工の干渉チェック(図-4

 鋼管杭，およびジャケット据付時の仮設支保工

の 3D モデルを Autodesk Revit Structure

SketchUpで作成し，干渉チェックを行った．

4) 海底地形の確認(図-5参照) 

 ナローマルチビームソナーで測定した海底地形

データを Autodesk Civil3D に取り込み
し，NavisWorksで他の 3Dモデルを統合した．

 
４．おわりに 

本事例では，桟橋の施工に CIM を適用した．こ

れによって，以下の点で有効性を確認

1) 船舶の配置を含んだ４Dシミュレーション

鋼管杭の打設，上部工の施工の順序の検討，船舶の

使用時期や配置を可視化した．その結果，担当者間

の意思疎通が改善され，施工展開を円滑に調整する

ことができた． 

2) 支持層を 3Dで可視化したことにより，鋼管杭の

打設前の支持層の確認に役立てることが

3) 仮設支保工の干渉チェックについては，陸上の

工事同様，仮設材の形状，取付位置等の調整

てることができた． 

4) 港湾工事で一般的に扱っている点群データの例

として，ナローマルチビームソナーのデータを

のソフトウェアに取り込んだところ，

や変換に労力を要した部分もあったが，データを統

合できた． 
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図-3 支持層の
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図-5 ナローマルチビームソナーによる海底地形
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